
         

「
一
筆
啓
上
・
作
左
の
会
」
総
会
が
、

去
る
四
月
十
三
日
（
日
）
六
ツ
美
西
部

学
区
こ
ど
も
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
総
勢
九
五
名
の
参
加
が
あ

り
、
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
市
川
眞
人
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
令
和
六
年
度
の
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

役
員
の
改
選
で
は
、
会
長
と
し
て

三
年
間
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
市
川
眞

人
氏
が
山
田
靖
氏
の
後
を
受
け
て
相

談
役
と
な
ら
れ
、
野
田
光
宏
氏
が
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
副
会
長
に
は 

      

赤
渋
四
区
の
犬
塚
哲
也
氏
が
就
任
、

も
う
一
人
の
副
会
長
に
赤
渋
五
区
総

代
の
渡
邊
政
彦
氏
が
留
任
し
ま
し
た
。

会
計
は
宮
地
西
総
代
の
熊
代
秀
人
氏

の
ご
退
任
に
伴
い
、
宮
地
中
総
代
の

鈴
木
晃
氏
が
就
任
し
、
新
体
制
と
し

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

新
会
長
は
挨
拶
で
、
作
左
の
思
い

や
り
の
心
を
大
切
に
し
、
六
ツ
美
西

部
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
よ
う
、
本
会
の
充
実
・
発
展
に
努
め

た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

続
い
て
令
和
七
年
度
の
事
業
計
画

と
し
て
、
①
作
左
通
信
の
年
六
回
発

行 

②
ふ
る
さ
と
賞
の
募
集
、
表
彰
式
、

作
品
展
の
実
施 

③
ふ
れ
あ
い
ウ
オ

ー
ク
祭
り
の
協
賛 

④
地
域
の
歴
史

を
探
る
会 

⑤
さ
く
ざ
句
会 

⑥
組
織

の
充
実
と
取
り
組
み 

⑦
作
左
の
知

名
度
拡
大 

⑧
作
左
の
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
運
用
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
賓
と
し
て
初
め
て
岡
崎

市
長 

内
田
康
宏
様
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
本
会
が
学
区
民
の
求
心
力
の
一

助
と
な
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
愛
知
県
議
会

議
員 

新
海
正
春
様
、
六
ツ
美
西
部
小

学
校
長 

淺
野
博
志
様
か
ら
ご
祝
辞

を
賜
る
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
総
会

の
開
催
を
祝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
後
の
講
演
会
で
は
、
郷
土
史
研

究
家
の
市
橋
章
男
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
桶
狭

間
の
合
戦
」
～
史
料
か
ら
見
る
信
長

の
決
断
、
家
康
公
の
決
断
と
は
～ 

に

つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

   

令
和
７
年
度
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
、
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、
各
イ
ベ
ン

ト
等
を
通
し
て
会
員
及
び
地
域
と
の

繋
が
り
を
深
め
、
「
一
筆
啓
上
・
作
左

の
会
」
が
継
続
的
に
発
展
し
て
い
け

る
よ
う
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

＊
講
演
会
の
詳
細
は
、
「
作
左
の
会
」
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

  

令
和
六
年
度
総
会
開
催
さ
れ
る 

第
一
三
○
号 

令
和
七
年
五
月
十
五
日 

発
行 

＜総会会場風景＞ 



 

← 続き(本文)はホームページでご覧ください。 


